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ふじみ野市放射線測定等に関する対処指針  
１ 市が行う空間放射線量の測定 
⑴ 対象施設 

市内の小・中学校、市立保育所、公園などの公共施設・公共用地。 
⑵ 測定場所   国のガイドラインを基に高い線量が予想されるポイントを中心に適時測定。 
ア 雨水の集まるところ及びその出口 
イ 植物及びその根元 
ウ 雨水・泥・土が溜まりやすいところ 
エ 微粒子が付着しやすい構造物  ⑶ 測定頻度    測定は概ね４か月に１回を目安とし、適宜行うものとする。 

⑷ 測定結果の公表    ふじみ野市ホームページなどで公表する。 
２ 空間放射線量の目標値  ⑴ 地上５㎝の高さの空間放射線量は毎時０．２３μ㏜以下。  ⑵ 道路側溝を測定する場合は、地上５０㎝の高さの空間放射線量は毎時０．２３

μ㏜以下。  ＊目標値は、国の考え方に基づき、大地からの放射線量毎時０．０４μ㏜に追加被
ばく線量毎時０．１９μ㏜を加えた値。 

３ 目標値を超えた場合の対応   公共施設・公共用地については、国等の対応方針に従い、簡易な除染（泥土や枯
葉の除去、地表面のはぎ取り、落ち葉の回収、側溝の泥の除去など）を行います。 

４ 公共施設・公共用地以外の取り扱い  ⑴ 市民等に空間放射線量を測定する簡易測定器を貸し出します。 
⑵ 空間放射線量が毎時０．２３μ㏜を超える通報を受けたときは、市が再測定を
行います。 

⑶ 空間放射線量の目標値毎時０．２３μ㏜を超えた場合の除染は、施設管理者等
が対応するものとします。 

５ 対処方針の取り扱い方   国等は、これまで種々の方針等を順次示してきましたが、今後においても方針等
の追加・見直しが考えられるため、本市の取り組みについても、国等の動向に合わ

せて見直します。 
６ 参考資料 
⑴ 個人住宅を対象とするホットスポット発見／除染マニュアル（別紙資料１） 
⑵ 除染特別地域・汚染重点調査地域の指定要件等の要素（別紙資料２） 
⑶ 放射線測定に関するガイドライン（別紙資料３） 
⑷ 追加被ばく線量年間１ｍ㏜の考え方（別紙資料４）  

７ この指針は、平成２３年１２月１日から施行します。   この指針は、平成２６年５月１日から施行します。 


